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平成30年度　各種会計決算の状況
種　　別 歳　　入 歳　　出 収支差引

一 般 会 計 136億4,619万円 124億5,291万円 11億9,328万円

特別会計

国 民 健 康 保 険 38億5,529万円 38億3,101万円 2,428万円
下 水 道 事 業 9億 966万円 8億8,685万円 2,281万円
介 護 保 険 25億6,375万円 25億2,393万円 3,982万円
後期高齢者医療 3億5,194万円 3億3,920万円 1,274万円

水道事業
収 益 勘 定 11億5,515万円 11億2,877万円 2,638万円
資 本 勘 定 770万円 1億7,142万円 △1億6,372万円

　
令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
24
日
か
ら

10
月
11
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
、
各
種
特
別
会
計

決
算
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
、
令
和
元
年
度
各
種

会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
な
ら
び
に
改
正
、

人
事
案
件
な
ど
が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
議
会
活

性
化
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
含
め
、
24
議
案

の
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
14
人
の
議
員
か
ら
市
政
を
問
う

27
件
の
質
問
が
な
さ
れ
、
活
発
な
論
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

124億5,291万円

一般会計

一般会計歳出

前年度比 5.9％減オープン  起業創業支援
議会費、労働費、災害復旧費
などの経費

児童・高齢者・障害者
福祉、医療費など福祉
全般の経費

有害鳥獣等駆除および
企業誘致などの経費

小中学校・幼稚園の管理、生涯学習
やスポーツ事業などの経費

防犯、交通安全、
市民バスの運行
などの経費

道路の管理や
改良、市営住
宅、公園管理
などの経費

予防接種・検診・
ごみ処理などに
かかった経費

富谷消防署、消防団
などの経費

市が借りたお金やその利子を
返還するための経費

歳出
124億
5,291万円

総務費
15億992万円
（12%）

その他
2億2,453万円（２%）

農林水産業費・商工費
2億9,990万円（２%）

教育費
18億8,178万円
（15%）

土木費
11億111万円
（９%）

衛生費
10億9,861万円
（９%） 民生費

51億9,452万円
（42%）

公債費 5億1,883万円（４%）

消防費
6億2,371万円
（５%）
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　平成30年度の一般会計の決算は、歳入が136億4,619万円、歳出が124億5,291万円となり、前年度比で歳入
2.5%、歳出5.9%の減となりました。
　前年度と比べ歳入歳出が減少となった主な要因は、まちづくり産業交流プラザの建設や認定こども園建設
費補助の終了による歳出の減少と、これらの財源となる国庫支出金等が減少したことによる歳入の減少によ
るものです。
　実質収支（形式収支から翌年度への繰越金 3 億1,032万円を控除した額）は、 8 億8,297万円の黒字となり、
令和元年度の事業に充てるほか、事業の経済的安定に備え、 4 億5,961万円を基金に積み立てました。
　歳入は、市独自の財源である自主財源と、国・県からの補助金などによる依存財源に分けられます。平成
30年度の自主財源は78億1,209万円で、歳入の約57%を占めています。歳出は民生費が約42%を占めています。

歳入歳出のあらまし

一般会計

オープン  起業創業支援「TOMI＋」
と　　み　　ぷ　　ら

平成3
0年度

決算認
定

国や銀行から借りたお金

皆さんが市に納めた税金
（市民税、固定資産税、
　軽自動車税など）

平成29年度から
平成30年度へ繰
り越したお金

全国どこでも一定
の行政サービスが
受けられるよう、
国から配分される
お金

地方消費税などで、
国から一定の基準で
譲与されたお金

給食費、
雑入など

国や県が使いみちを
決めて交付するお金

使用料・手数料など

歳入
136億
4,619万円

市　税
61億1,149万円
（45%）

繰越金
4億5,961万円（３%）

国・県支出金
27億7,430万円
（21%）

地方交付税
15億6,543万円
（11%）

市債
2億9,000万円（２%）譲与税・交付金

12億437万円（９%）

諸収入
4億7,092万円（４%）

その他
7億7,007万円（５%）

自主財源
57%

依存財源
43%

3 とみや議会だより 第13号
2019年（令和元年）12月１日

決
算
審
査



住
み
た
く
な
る
ま
ち
日
本
一
を

目
指
す
主
要
な
取
り
組
み

再生可能エネルギー推進事業
　　　�������� 1,134万円
地球環境への貢献につなぐ低炭素水素サプライ
チェーン実証事業を実施。

富谷市まちづくり産業交流プラザ（とみぷら）
　運営・維持管理事業　���������� 3,331万円
しんまちエリアの賑わいの創出、起業家支援および産業創業拠点として運営。

行政改革推進事業
事業見直しによる歳出抑制や市有財産の
有効活用などさまざまな取組を推進。

広報・広聴事業� ������1,257万円
フェイスブック、ツイッター、インスタグラム、ライ
ンなどＳＮＳを活用し市政に関する情報等を積極的に
ＰＲ。
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● ● ● その他主なつかいみち ● ● ●

○  子ども医療費助成事業
2億7,358万円

○  放課後児童クラブ運営事業
1億5,942万円

○  住民検診事業　� 1億5,821万円
○  側溝整備事業

7,594万円

○  企業誘致事業
3,762万円

○  高齢者・障がい者交通対策事業
2,702万円

○  防犯灯整備事業　� 2,299万円
○  農作物有害鳥獣等駆除事業

252万円

中学生海外研修派遣事業
　　　��������� 521万円
台湾の中学生との交流やホームビジット、現地
日系企業訪問などを行い、国際感覚を養った。

消防・防災対策����6億2,371万円
火災・救急・災害時の体制を確立することで、
住民の生命・財産を守る。

「（仮称）やすらぎパークとみや」
　整備事業　������ 589万円
公営墓地とパークゴルフ場を一体整備す
るための基本計画を策定。

とみや国際スイーツ博覧会事業
　　　�������� 2,634万円
「スイーツのまち＝とみや」の実現に向け開催。
40,500人の方々に来場いただき、交流人口の
拡大につなげた。
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平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
企

業
会
計
に
つ
い
て
は
、
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で

構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
慎

重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
９
月
27
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
審
査

を
行
い
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
、
一
般
会
計
等
は
全
会

一
致
で
賛
成
と
な
り
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る
も
の

と
決
定
し
、
本
会
議
最
終
日
に
認
定
し
ま
し
た
。

30年度 決算審査および監査意見
こんな質疑がありました

人
材
育
成

　
　

地
域
活
動
、
地
域
福
祉

を
支
え
担
う
人
材
育
成
の
具

体
的
な
方
法
と
は
。

　
　

町
内
会
に
補
助
金
を
交

付
し
て
、
町
内
会
の
中
で
人

材
育
成
を
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

防
災
用
備
蓄

物
品
等
整
備

　
　

消
費
期
限
が
近
く
な
っ

た
も
の
に
関
し
て
の
寄
付
は
。

　
　

２
つ
の
事
業
所
と
協
定

を
結
ん
で
い
ま
す
の
で
、
有

効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業

　
　

市
へ
の
申
込
団
体
数
、

県
へ
の
申
請
数
お
よ
び
認
可

団
体
数
は
。

問答問答問

　
　

県
へ
の
申
請
枠
が
10
団

体
で
、
申
し
込
み
が
あ
っ
た

10
団
体
を
申
請
し
ま
し
た
。

認
可
さ
れ
た
の
は
、
明
石
台

六
丁
目
の
１
団
体
で
す
。

市
民
バ
ス

　
　

高
齢
者
の
市
民
バ
ス
利

用
者
の
減
少
に
伴
い
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
等
の
検
討
は
。

　
　

現
在
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
公
共
交
通
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
基
本
計
画
の
中

で
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

総
合
的
な
再
編
の
検
討

と
は
。

　
　

バ
ス
の
契
約
事
業
者
と

の
契
約
期
間
が
令
和
元
年
度

答問答問答

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
の
決
算
総
額
は
、

歳
入
で
２
１
３
億
２
６
８
３

万
円
、
歳
出
で
２
０
０
億
２

３
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
は
、
実
質
単
年

度
収
支
に
お
い
て
３
億
４
７

７
４
万
円
の
黒
字
決
算
で
、

７
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び

介
護
保
険
料
に
お
い
て
も
、

前
年
度
と
比
べ
収
納
率
は
上

昇
し
て
お
り
、
評
価
す
る
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
、
給
食

費
等
の
私
債
権
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
３
月
に
富
谷
市
私

債
権
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

ま
で
で
あ
り
、
令
和
２
年
度

か
ら
の
契
約
の
中
で
市
民
の

方
々
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握

し
な
が
ら
再
編
に
取
り
組
み

ま
す
。

空
き
家
対
策

　
　

空
き
家
対
策
の
進
捗
状

況
は
。

　
　

富
谷
市
空
家
等
対
策
計

画
に
基
づ
き
関
係
団
体
と
空

き
家
の
利
活
用
お
よ
び
管
理

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
今
後
、
維
持
管
理
・

利
活
用
に
関
す
る
業
者
登
録

や
、
再
度
、
所
有
者
へ
意
向

調
査
、
実
態
調
査
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

定
し
、
全
庁
的
な
私
債
権
管

理
体
制
の
強
化
に
も
努
め
ら

れ
て
い
る
。

　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、

特
に
未
利
用
地
の
売
却
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
推
進
お
よ
び

効
果
的
な
基
金
運
用
に
よ
る

歳
入
確
保
や
事
務
事
業
の
見

直
し
に
よ
る
歳
出
抑
制
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
業
務
の

効
率
化
や
働
き
方
改
革
を
推

進
さ
れ
、
効
率
的
で
効
果
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
ら
れ
た
い
。

富
谷
市
代
表
監
査
委
員　

眞
山
巳
千
子

総
務・財
政

監
査
委
員
の意 

見
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産
業・建
設

教
育・福
祉

　
　

認
知
症
学
び
の
講
座
は

地
域
住
民
の
参
加
が
多
い
で

す
が
、
学
校
で
の
子
ど
も
た

ち
の
受
講
は
。

　
　

今
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
１
校
開
催
済
み
で
す
。

学
校
、
教
育
委
員
会
と
も
連

携
を
し
、
既
に
申
し
込
み
も

あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
防
止

　
　

児
童
虐
待
防
止
連
絡
協

議
会
へ
の
相
談
件
数
が
増
加

し
て
い
る
原
因
は
。

　
　

昨
今
相
次
ぐ
悲
し
い
事

件
の
影
響
で
、
住
民
か
ら
の

通
報
が
多
く
な
り
、
増
加
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
　

緊
急
の
保
護
対
応
の
状

況
は
。

　
　

緊
急
に
命
に
関
係
す
る

案
件
が
あ
れ
ば
ま
ず
は
警
察

に
通
報
し
て
い
た
だ
き
、
行

政
で
対
応
で
き
る
時
間
帯
で

あ
れ
ば
児
童
相
談
所
、
警
察

と
連
携
し
て
対
応
策
を
協
議

し
ま
す
。

問答問答問答

障
が
い
者
支
援

　
　

障
害
者
手
帳
所
持
者
と

療
育
手
帳
所
持
者
が
増
加
し

て
い
る
原
因
は
。

　
　

医
師
か
ら
の
勧
め
等
で
、

手
帳
を
取
得
す
る
こ
と
へ
の

抵
抗
感
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
　

宿
泊
型
自
立
訓
練
の
利

用
状
況
は
。

　
　

家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す

の
が
困
難
な
精
神
疾
患
を
お

持
ち
の
方
が
、
一
人
暮
ら
し

の
練
習
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

へ
行
く
前
の
生
活
訓
練
等
で

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問答問答

い
じ
め
問
題

　
　

文
科
省
が
ス
ク
ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー
の
配
置
を
決
め
ま
し

た
が
、
本
市
で
の
対
応
は
。

　
　

現
在
、
調
査
研
究
を
進

め
、
検
討
中
で
す
。

高

齢

者

　
　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
、

二
人
暮
ら
し
の
現
状
は
。

　
　

一
人
暮
ら
し
は
８
３
０

世
帯
、
二
人
暮
ら
し
の
75
歳

以
上
は
３
５
２
世
帯
で
す
。

　
　

ゆ
と
り
す
と
ク
ラ
ブ
・

サ
ロ
ン
の
参
加
者
減
少
の
原

因
は
。

　
　

風
邪
の
流
行
や
、
悪
天

候
で
の
休
会
が
あ
り
ま
し
た
。

問答問答問答

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

業
務
が
拡
大
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
人
材
確

保
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

　
　

現
在
、
正
会
員
は
５
０

０
人
い
ま
す
。
事
業
計
画
で

は
４
９
０
人
で
し
た
の
で
、

確
保
で
き
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

道
路
側
溝
整
備

　
　

側
溝
整
備
が
地
域
に

よ
っ
て
進
捗
に
差
が
あ
る
理

由
は
。

　
　

危
険
箇
所
を
優
先
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

問答問答

企
業
誘
致

　
　

東
京
・
名
古
屋
で
の
セ

ミ
ナ
ー
実
施
後
の
取
り
組
み

は
。

　
　

コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て

い
る
企
業
は
、
東
京
セ
ミ

ナ
ー
24
社
、
名
古
屋
セ
ミ

ナ
ー
12
社
で
す
。
35
社
の
企

業
訪
問
を
実
施
し
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興

　
　
「
ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち
」

と
し
て
の
売
り
上
げ
の
推
移

は
。

　
　

国
際
ス
イ
ー
ツ
博
覧
会

や
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
に
よ
っ

て
販
路
が
拡
大
さ
れ
、
市
内

ス
イ
ー
ツ
事
業
者
の
売
り
上

げ
は
伸
び
て
い
ま
す
。
い
ち

じ
く
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
等
に
つ
い
て
も
、
ス
イ
ー

ツ
店
の
食
材
と
し
て
活
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

問答問答

地
産
地
消
推
進

　
　

地
元
飲
食
店
と
の
連
携

が
必
要
で
は
。

　
　

地
元
で
取
れ
た
も
の
を

地
元
の
飲
食
店
で
利
用
い
た

だ
く
の
は
大
変
効
果
的
で
す
。

行
政
と
し
て
、
つ
な
ぐ
役
割

や
支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策

　
　

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
は
。

　
　

物
理
柵
を
里
山
と
地
域

と
の
間
に
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、
わ
な
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問答問答
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過
年
度
損
益
勘
定
留
保

資
金
の
現
在
の
残
高
は
。

　
　

６
億
３
８
６
０
万
円
ほ

ど
で
す
。

　
　

具
体
的
な
数
字
と
し
て

出
て
い
ま
す
か
。

　
　

具
体
的
な
記
載
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
　

６
億
３
８
６
０
万
円
は
、

ど
こ
か
ら
出
て
き
た
数
字
で

す
か
。

　
　

内
部
留
保
資
金
と
減
価

償
却
費
等
の
現
金
支
給
を
伴

わ
な
い
費
用
で
す
。

　
　

過
年
度
損
益
勘
定
留
保

資
金
の
残
高
推
移
を
表
示
す

る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　

表
示
す
る
か
ど
う
か
、

前
向
き
に
内
部
で
検
討
し
ま

す
。

問答問答問答

問答

　
　

国
民
健
康
保
険
給
付
が
、

前
年
度
よ
り
２
億
円
ほ
ど
減

少
し
た
理
由
は
。

　
　

疾
病
の
治
療
状
況
に

よ
っ
て
毎
年
異
な
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
８
０
０
万
円

を
超
え
る
方
が
数
人
い
ま
し

た
が
、
平
成
30
年
度
は
最
高

で
も
６
０
０
万
円
台
で
、
全

体
的
に
高
額
医
療
に
掛
か
る

方
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
　

本
市
の
保
険
税
率
の
平

等
割
は
、
県
内
の
14
市
で
高

い
方
で
す
か
。

　
　

厚
労
省
の
平
成
30
年
度

国
民
健
康
保
険
料
等
の
資
料

に
よ
る
と
、
県
内
で
２
番
目

に
高
い
で
す
。

　
　

保
険
税
の
引
き
下
げ
は
。

　
　

直
近
で
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
、
税
率
改
正
の

中
で
応
能
や
応
益
の
割
合
、

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
改

正
し
ま
す
。

　
　

加
入
者
の
平
均
所
得
は
。

　
　

87
万
２
９
０
４
円
で
前

年
に
比
べ
、
５
２
０
２
円
の

減
で
す
。

　
　

短
期
保
険
証
を
撤
廃
し
、

資
格
者
証
を
出
せ
な
い
で
す

か
。

　
　

本
市
で
は
保
険
料
の
滞

納
状
況
に
よ
っ
て
短
期
保
険

証
を
出
し
て
、
資
格
者
証
を

停
止
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

こ
れ
を
継
続
し
ま
す
。

　
　

国
保
税
の
滞
納
状
況
と

そ
の
対
応
は
。

　
　

地
方
税
滞
納
整
理
機
構

に
移
管
し
た
中
で
20
人
の
国

保
税
の
滞
納
が
あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
が
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

納
税
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応

を
し
て
い
き
ま
す
。

問答問答問答

問答問答問答

　
　

第
１
号
被
保
険
者
に
対

す
る
認
定
者
の
出
現
率
が
大

幅
に
低
下
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
理
由
は
。

　
　

総
合
事
業
の
対
象
者
は

65
歳
以
上
の
方
全
て
で
あ
り
、

要
介
護
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

そ
れ
を
利
用
し
て
、
こ
れ
ま

で
な
ら
要
介
護
認
定
に
至
っ

た
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
が
予
防
さ
れ
、
認
定
者
数

が
減
少
し
た
と
見
て
い
ま
す
。

　
　

総
合
事
業
に
よ
っ
て
、

出
現
率
等
が
下
が
り
ま
し
た

が
、
今
後
の
介
護
事
業
の
見

通
し
は
。

　
　

総
合
事
業
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
の
で
、
今
後
、

推
移
を
見
な
が
ら
研
究
・
検

討
し
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問答

問答

水道事業
（公営企業会計） 介護保険

国民健康保険 特

別

会

計
企

公

業

営

会

計

8とみや議会だより 第13号
2019年（令和元年）12月１日

決
算
審
査



国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

討論

討論

一
　
般
　
会
　
計

討論

　

実
質
収
支
額
は
８
億
８
２

９
７
万
円
の
黒
字
決
算
、
実

質
公
債
費
比
率
も
県
内
で
も

最
も
良
く
、
基
金
は
過
去
最

高
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

　

国
保
財
政
調
整
基
金
残
高

は
、
平
成
30
年
度
末
は
約
13

億
８
０
８
２
万
円
で
し
た
。

基
金
は
毎
年
２
億
円
程
度
減

る
と
い
う
説
明
で
し
た
が
、

　

反
対
の
理
由
は
、
後
期
高

齢
者
健
診
に
お
い
て
、
平
成

30
年
度
に
は
無
料
で
あ
っ
た

心
電
図
、
眼
底
、
貧
血
の
検

査
に
お
い
て
、
医
師
の
判
断

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

全
員
賛
成
で
あ
り
ま
し
た
が
、

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
の

で
賛
成
討
論
を
し
ま
す
。

　

市
内
全
て
の
市
立
幼
稚
園
、

　

高
齢
化
等
に
伴
い
医
療
費

の
増
加
な
ど
厳
し
い
中
で
、

市
民
の
健
康
と
医
療
を
守
る

た
め
、
国
保
の
都
道
府
県
単

位
化
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
医
療
の
給
付
な

ど
を
行
い
、
市
町
村
は
保
険

料
の
徴
収
と
各
種
申
請
等
の

業
務
を
行
う
こ
と
で
、
円
滑

さ
ま
ざ
ま
な
要
求
が
実
現
さ

れ
た
か
と
い
う
立
場
で
反
対

し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
が
県
内
で
最
も

整
備
率
が
低
く
、
県
営
住
宅

も
唯
一
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が

い
者
向
け
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
整
備
な
ど
住
ま
い
の
支

援
は
足
り
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
待
機
児
童
対
策

と
し
て
の
保
育
士
確
保
に
向

け
た
支
援
策
、
奨
学
金
の
増

額
や
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
、

富
谷
市
民
図
書
館
建
設
に
向

け
た
規
模
・
予
算
な
ど
再
検

討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

現
実
は
大
き
く
か
い
離
し
て

い
ま
す
。
国
保
基
金
の
活
用

を
検
討
す
べ
き
で
す
。
例
え

ば
、
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
、

多
子
世
帯
の
国
保
料
の
減
免
、

低
所
得
世
帯
へ
の
減
免
を
行

う
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
富

谷
市
で
も
検
討
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
国
保
加
入

者
の
７
割
が
無
職
者
・
非
正

規
雇
用
、
高
齢
化
で
、
国
庫

負
担
金
が
下
げ
ら
れ
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
す
。
国
や

県
に
拡
充
を
求
め
、
反
対
し

ま
す
。

が
な
い
方
の
検
査
を
有
料
に

し
た
判
断
に
つ
い
て
で
す
。

平
成
30
年
度
で
そ
れ
ら
の
検

査
費
用
は
約
５
０
０
万
円
。

平
成
31
年
度
に
有
料
化
に
な

り
、
多
く
の
人
か
ら
「
会
場

に
行
っ
た
ら
突
然
有
料
化
に

な
り
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」「
な

ぜ
急
に
有
料
に
な
っ
た
の

か
」
と
い
う
声
を
頂
い
て
い

ま
す
。
仙
台
市
は
今
も
こ
れ

ら
の
検
査
は
無
料
と
い
う
状

況
で
す
。
検
査
を
受
け
て
安

心
を
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ

と
と
考
え
、
反
対
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
へ
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
環
境
の
整
備
と
、

「
富
谷
塾
」
を
開
設
し
て
、

起
業
家
育
成
を
含
む
次
世
代

を
担
う
人
材
育
成
、
ま
た
、

「
富
谷
宿
街
道
ま
つ
り
」
を

開
催
し
、
し
ん
ま
ち
地
区
の

活
性
化
と
市
民
の
交
流
を
図

り
ま
し
た
。
財
政
面
で
は
、

８
年
ぶ
り
に
「
市
債
残
高
」

が
減
少
し
た
こ
と
や
、
７
年

ぶ
り
に
「
実
質
単
年
度
収

支
」
が
黒
字
に
な
る
な
ど
高

く
評
価
し
、
市
民
が
安
心
し

て
暮
せ
る
諸
施
策
を
期
待
し

賛
成
し
ま
す
。

　

国
保
税
の
収
納
率
は
全
体

で
86
％
と
前
年
よ
り
３
・

７
％
増
加
し
、
高
い
収
納
率

を
維
持
し
、
国
保
の
財
源
確

保
に
努
め
ま
し
た
。
保
険
給

付
費
は
前
年
度
比
で
、
１
億

５
８
０
０
万
円
の
減
と
な
り
、

１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
１

万
２
０
０
０
円
減
少
し
、
特

定
検
診
や
疾
病
の
重
症
化
予

防
等
、
被
保
険
者
の
健
康
増

進
の
適
正
化
に
も
取
り
組
み

ま
し
た
。
今
後
、
適
正
な
財

政
運
営
の
努
力
を
期
待
し
賛

成
し
ま
す
。

に
効
果
的
に
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

広
域
連
合
で
は
、
増
加
す

る
医
療
費
の
動
向
を
踏
ま
え
、

基
金
を
繰
り
入
れ
、
平
成
30

年
か
ら
２
カ
年
の
保
険
料
を

引
き
下
げ
て
い
ま
す
。
本
市

の
健
診
は
、
県
内
２
番
目
の

受
診
率
と
な
り
高
く
評
価
で

き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

目
的
は
「
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
」
支
え

合
う
こ
と
で
す
。
更
な
る
健

康
増
進
の
推
進
を
期
待
し
賛

成
し
ま
す
。

75歳以上の健診を
無料に

国保の負担軽減策の
実施

基金を市民要望に
活用を

反対

反対

反対

藤原　　峻 議員

藤原　　峻 議員

藤原　　峻 議員

受診率向上と
効果的運営に評価

一人当たりの医療費
１万２,０００円減

市債残高の減少と
黒字収支を評価

賛成

賛成

賛成

浅野　直子 議員

菅原　福治 議員

浅野　武志 議員
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緑豊かな環境保全を
推進
富谷市自然環境等と再生可能エ
ネルギー発電設備設置事業との
調和に関する条例の制定について

幼児教育・保育の無償化による
食費の取り扱い

富谷市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

補
正
予
算

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に

１
億
４
０
０
０
万
円
追
加

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
予

算
で
７
億
６
８
２
１
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
３
９
億

６
５
２
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。
補
正
の
主
な
も
の
は
、

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た

整
備
や
（
仮
称
）
や
す
ら
ぎ

パ
ー
ク
と
み
や
整
備
に
係
る

地
質
調
査
費
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
に
対
す
る
所

要
額
の
計
上
な
ど
で
す
。

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
詳
細
は
。

　
　

対
象
者
は
３
歳
未
満
児

の
い
る
世
帯
主
と
住
民
税
非

課
税
者
の
約
７
０
０
０
人
で

す
。
市
内
で
使
用
で
き
る
店

は
現
時
点
１
３
４
店
舗
の
予

定
で
す
。
購
入
限
度
額
は
２

万
円
ま
で
で
す
が
、
５
０
０

０
円
分
か
ら
購
入
で
き
ま
す
。

　
　

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
整
備
状
況
は
。

　
　

国
の
示
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
は
、
１
台

に
つ
き
３
人
で
、
中
学
校
は

達
成
し
て
い
ま
す
。
小
学
校

は
、
今
回
の
補
正
で
１
台

２
・
７
人
と
な
り
ま
す
。
担

当
教
師
も
１
人
１
台
と
な
り
、

国
の
指
針
に
近
づ
け
ま
す
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

内
容
は
。

　
　

首
都
圏
か
ら
の
地
方
へ

の
移
住
・
定
住
政
策
と
地
域

振
興
を
併
せ
持
つ
国
の
政
策

で
す
。
地
域
の
振
興
、
賑
わ

い
づ
く
り
に
活
躍
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
力
隊
の
採
用
は
来
年
４
月

以
降
で
、
業
務
は
し
ん
ま
ち

の
活
性
化
業
務
を
想
定
し
て

お
り
、
人
数
は
検
討
し
ま
す
。

　
　

西
成
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
な
利
活

用
の
検
討
状
況
は
。

　
　

利
用
者
数
は
減
少
傾
向

で
す
が
、
利
用
者
の
満
足
度

は
高
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。
経
費
に
つ
い
て
は
無
駄

の
無
い
よ
う
努
め
ま
す
。

問答

問答問答

問答

　

本
市
の
緑
豊
か
な
美
し
い

景
観
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ

る
自
然
環
境
お
よ
び
安
心
安

全
な
生
活
環
境
の
保
全
と
再

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
事
業
と
の
調
和
を
図
る
た

め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
自
然
環
境
お

よ
び
市
民
の
生
活
環
境
等
に

配
慮
し
た
、
潤
い
の
あ
る
豊

か
な
地
域
社
会
お
よ
び
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
し
ま
す
。

　
　

事
業
後
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
し
て
の
、
助
言
や
勧
告
に

つ
い
て
は
。

　
　

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
い
た
だ
い
た
確
約
書

に
添
っ
て
、
そ
の
後
の
助
言
、

指
導
が
で
き
ま
す
。

　
　

こ
の
助
言
・
指
導
、
勧

告
に
関
し
て
は
、
強
制
力
が

問答問施
行
に
伴
い
、
特
定
教
育
・

保
育
施
設
お
よ
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、

富
谷
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
お
よ
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
、
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

改
正
が
主
な
点
と
な
り
ま
す
。

　
　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
対
象
と
な
る
児
童
に
お

い
て
、
副
食
費
、
主
食
費
も

無
償
化
し
た
場
合
の
予
算
は

ど
の
程
度
に
な
り
ま
す
か
。

問

あ
る
の
か
。

　
　

公
表
す
る
事
に
よ
っ
て
、

あ
る
程
度
の
抑
制
力
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

市
街
化
区
域
の
中
で
は
、

発
電
量
50  

kw
以
上
で
も
、
事

業
は
可
能
な
の
か
。

　
　

市
街
化
区
域
で
あ
れ
ば
、

50

kw
以
上
で
あ
っ
て
も
条
例

適
用
を
受
け
ま
せ
ん
。

　
　

事
業
を
廃
止
し
よ
う
と

す
る
時
の
撤
去
に
つ
い
て
は
。

　
　

事
業
終
了
後
の
廃
棄
物

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
に
お

け
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
に
よ
り
処
分

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

答問答問答
　
　

４
０
０
０
万
円
か
ら
５

０
０
０
万
円
程
度
の
支
出
に

な
る
試
算
が
出
て
い
ま
す
。

　
　

今
回
の
改
正
は
、
高
所

得
者
世
帯
ほ
ど
恩
恵
を
受
け

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
低

所
得
者
世
帯
へ
の
補
助
な
ど

の
検
討
は
。

　
　

本
市
で
も
副
食
費
、
主

食
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
ま
し
た
が
、
国

か
ら
の
通
達
や
近
隣
町
村
の

動
き
等
を
勘
案
し
、
当
面
は

実
費
徴
収
、
軽
減
措
置
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
と
し

ま
し
た
。

答問答

● ● 主なつかいみち ● ●

○  財政調整基金費（歳計剰
余金処分相当額）積立金

4億4,200万円

○  プレミアム付商品券事業
1億4,000万円

○  市道維持管理事業
1,150万円

○  地域おこし協力隊採用業務
300万円
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第 3回定例会（9/24～10/11）　議案採決結果一覧

議　　　　　案
賛　

成

反　

対
議決結果

菊
池　

美
穂

佐
藤　

浩
崇

村
上　
　

治

塩
田　

智
明

渡
邊　

清
美

藤
原　
　

峻

金
子　
　

透

青
柳　

信
義

浅
野　

武
志

若
生　

英
俊

長
谷
川
る
美

髙
橋　

正
俊

菅
原　

福
治

出
川　

博
一

浅
野　

直
子

安
住　

稔
幸

畑
山　

和
晴

渡
邊　

俊
一

提
案
者

第

３

回

定

例

会

富谷市自然環境等と再生可能エネル
ギー発電設備設置事業との調和に関す
る条例の制定について

17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

市

長

提

案

富谷市非常勤消防団員の定員、任免、
給与、服務等に関する条例の一部改正
について

17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市印鑑登録及び証明に関する条例
の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市保育所条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

西成田コミュニティセンター子育てサ
ロン条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正について

17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改
正について

17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市下水道条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市給水条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和元年度富谷市一般会計補正予算
（第 4号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和元年度富谷市国民健康保険特別会
計補正予算（第 2号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和元年度富谷市下水道事業特別会計
補正予算（第 2号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和元年度富谷市介護保険特別会計補
正予算（第 2号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和元年度富谷市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第 1号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和元年度富谷市水道事業会計補正予
算（第 2号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

和解及び損害賠償額の決定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めることについて 17 0 原案可決 − − − − − − − − − − − − − − − − − −

平成30年度富谷市一般会計歳入歳出決
算の認定について 15 2 原案認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成30年度富谷市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について 15 2 原案認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成30年度富谷市下水道事業特別会計
歳入歳出決算の認定について 17 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成30年度富谷市介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について 17 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成30年度富谷市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について 15 2 原案認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成30年度富谷市水道事業会計利益処
分及び決算の認定について 17 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議会活性化調査特別委員会の設置につ
いて 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議
員
提
案

○賛成　　×反対　
※議長（渡邊俊一）は採決に加わりません。
※「人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて」は、無記名投票によるため各議員の賛否は明示しません。
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※�このページでは議員が提出した一
般質問通告書のとおり掲載してお
り、次ページ以降の見出しと異な
る場合があります。

菅原 福治 議員 藤原　峻 議員

長谷川 る美 議員

若生 英俊 議員

村上　治 議員

塩田 智明 議員

出川 博一 議員

安住 稔幸 議員

畑山 和晴 議員

髙橋 正俊 議員

青柳 信義 議員

金子　透 議員

浅野 直子 議員

渡邊 清美 議員

13P 15P

16P

16P

17P

17P

18P

18P

19P

19P

13P

14P

14P

15P

◦総合計画前期基本計画（住みた
くなるまち）について
◦宮城交通路線バスの深夜増便に
ついて

◦通学路などの安全対策を問う
◦交通政策の充実を
◦都市の土台である農業への支援
策の強化

◦富谷市市民図書館について

◦富谷市議会議員選挙について
◦富谷市民図書館の規模の見直し
と開館の延期について
◦公共施設の「敷地内」完全禁煙
は十分検討して実施されたのか
問う

◦広域指定避難場所の防災機能に
ついて

◦未来に不安のない財政運営の見
通しは
◦子育て支援について

◦富谷宿しんまち活性化の今後は
◦窓口納付動向と今後の対応は

◦賑わい交流拠点整備を問う

◦成田二期東・西土地区画整理事
業について
◦児童虐待防止について

◦市の公共施設の管理状況について
◦今後の空き家対策について

◦マイナンバーカードの普及の取
り組みについて問う
◦通学路の安全確認及び高齢者運
転免許証自主返納について

◦本市の消防力整備を問う
◦市営住宅のあり方を問う

◦地方創生拠点整備交付金施設整
備について
◦新生児聴覚検査の助成と受付に
タブレット導入は

◦市営住宅の整備、応募資格の見
直しを問う
◦幼児教育、保育の無償化を問う

14人の
議員が
問う 　第３回定例会では14人の議員が質問に立ちました。

各議員が行った一般質問の概要を13ページから19
ページまで発言順に掲載しています。
　一般質問の模様はインターネット録画配信でご覧
になれます。
　また、一般質問についての詳細は議員にお尋ねく
ださい。

一般質問
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答 問
最
終
便
、
23
時
32
分
発
実
証
運
行
開
始

宮
交
バ
ス
、
深
夜
便
の
増
便
を
問
う

　
　

①
富
谷
か
ら
仙
台
へ
転

出
者
の
多
い
年
代
は
。
②
転

出
の
理
由
は
、
地
下
鉄
と
バ

ス
と
の
接
続
が
な
い
た
め
か
。

　
　

①
20
歳
台
が
３
割
で
す
。

問答
　
　

本
市
が
こ
れ
か
ら
も
伸

び
続
け
る
た
め
に
、
中
核
企

業
の
誘
致
で
雇
用
促
進
を
。

　
　

人
口
の
増
加
、
産
業
の

活
性
化
の
た
め
に
も
中
核
企

業
の
誘
致
を
進
め
ま
す
。

問答

　
　

成
田
二
期
地
区
の
整
備

に
、
行
政
と
し
て
も
人
口
動

態
等
デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン
に

し
、
側
面
よ
り
働
き
掛
け
を
。

　
　

開
発
者
と
し
っ
か
り
連

携
し
、
デ
ー
タ
等
に
つ
い
て

も
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

最
大
の
課
題
は
、
山
裾

に
住
む
方
々
の
環
境
で
す
。

住
民
は
緑
道
を
求
め
て
い
ま

す
が
、
市
長
の
考
え
方
は
。

　
　

開
発
は
地
域
の
理
解
を

得
な
が
ら
進
め
、
緑
道
の
設

置
に
お
い
て
も
開
発
者
に
積

極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

市
民
は
公
営
墓
地
の
前

問答問答問

倒
し
を
求
め
て
い
ま
す
が
。

　
　

難
し
い
で
す
が
、
少
し

で
も
早
い
公
表
を
考
え
ま
す
。

　
　

①
図
書
館
の
整
備
は
、

床
面
積
・
冊
数
が
生
命
線
で

は
。
②
日
本
図
書
館
協
会
に

対
し
て
の
受
け
止
め
方
は
。

③
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い

た
め
に
も
見
直
し
を
。

　
　

①
セ
ン
タ
ー
館
と
合
わ

せ
て
考
え
て
い
ま
す
。
②
あ

く
ま
で
基
準
で
あ
り
、
地
域

事
情
も
容
認
し
て
い
ま
す
。

③
今
後
は
、
面
積
等
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

中
学
生
の
カ
バ
ン
が
重

す
ぎ
る
報
道
に
つ
い
て
は
。

　
　

実
態
に
応
じ
、
対
策
を

講
じ
進
め
て
い
き
ま
す
。

答問答問答

②
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

当
然
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
　

こ
の
実
証
運
行
を
成
功

さ
せ
て
正
式
な
ダ
イ
ヤ
に
。

　
　

多
く
の
方
に
利
用
し
て

問答

い
た
だ
く
よ
う
周
知
し
ま
す
。

　
　

明
石
台
の
バ
ス
停
で
、

乗
れ
な
い
方
が
い
ま
す
が
。

　
　

改
善
に
向
け
て
、
宮
城

交
通
に
要
望
し
ま
す
。

問答

答 問
各
施
策
、
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す

市
政
３
年
目
・
前
期
計
画
の
推
移
は

答 問
学
校
が
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
実
施

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
は

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全

な
通
行
確
保
と
、
高
齢
運
転

者
の
交
通
事
故
防
止
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。

　
さ
ら
に
公
共
交
通
が
不
便

な
地
域
で
の
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
運
行
が
必
要
で
す
。

　
　

通
学
路
危
険
交
差
点
の

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
な
ど
の
危
険

防
止
策
は
。

　
　

指
摘
の
あ
っ
た
箇
所
は

設
置
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
　

日
吉
台
小
学
校
北
側
危

険
交
差
点
の
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

設
置
予
定
は
。

問答問

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
目

指
し
て
い
る
の
は
、「
便
利

な
暮
ら
し
、
よ
り
良
い
社

会
」
で
す
。
自
治
体
に
お
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
と
の
紐
づ
け
が
多
く

な
り
、
普
及
の
取
り
組
み
に

は
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票

な
ど
各
種
証
明
書
の
実
績
は
。

　
　

８
２
０
件
で
前
年
度
比

33
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

問答

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
住
民
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
各
種
証
明
書
の
取
得
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
確
定

申
告
、
公
的
な
身
分
証
明
と

し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
　

令
和
３
年
３
月
実
施
予

定
の
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
保
険
証
と
な
る
制
度
に

よ
る
交
付
率
の
目
標
は
。

　
　

令
和
５
年
度
末
ま
で
に

ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
取
得
す

る
と
国
で
示
し
て
い
ま
す
。

問答問答

　
　

今
年
度
中
の
設
置
完
了

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

高
齢
化
社
会
に
対
応
可

能
な
交
通
体
系
の
整
備
と
は
。

　
　

市
民
バ
ス
の
再
編
な
ど

高
齢
者
に
配
慮
し
た
運
行
計

画
を
調
査
研
究
し
て
い
ま
す
。

答問答

　
　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
運
行
計

画
の
検
討
は
。

　
　

公
共
交
通
空
白
地
域
へ

の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど

調
査
研
究
中
で
す
。

問答

答 問
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可
能
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト
は

菅原　福治 議員

　▲ 泉中央駅バス停

　▲ 日吉台小学校北側Ｔ字路交差点

青柳　信義 議員
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答 問
本
市
南
東
部
に
署
所
が
不
足
し
て
ま
す

富
谷
市
の
消
防
力
の
整
備
を
問
う

答 問
し
ん
ま
ち
地
区
活
性
化
推
進
事
業
で
す

地
方
創
生
交
付
金
活
用
の
施
設
整
備
は

　
本
市
南
部
は
東
北
道
を
中

心
に
東
西
に
市
街
地
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
は
２
万
人

を
超
え
て
い
ま
す
。
消
防
庁

の
「
消
防
力
の
整
備
指
針
」

に
は
、
人
口
１
万
人
以
上
の

市
街
地
に
は
１
つ
の
署
・
所

を
設
置
す
る
も
の
と
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

本
市
南
東
部
の
消
防
力

の
現
状
認
識
と
今
後
の
考
え

は
。

　
　

黒
川
地
域
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
に
お
け
る
消
防

施
設
整
備
計
画
実
態
調
査

（
平
成
24
年
4
月
１
日
現
在
）

問答

　
全
国
的
に
地
方
創
生
交
付

金
を
活
用
し
て
、
特
産
物
の

利
活
用
で
拠
点
整
備
へ
の
取

り
組
み
や
雇
用
促
進
事
業
、

地
域
観
光
資
源
を
生
か
し
交

流
人
口
の
増
加
へ
事
業
の
展

開
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
（
仮
称
）
富
谷
宿

観
光
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
施

設
整
備
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

　
　

民
俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
の

連
携
と
富
谷
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
構
想
は
。

　
　

歴
史
文
化
伝
承
館
に
つ

き
ま
し
て
は
、
偉
人
内
ヶ
崎

作
三
郎
氏
の
功
績
を
市
内
外

問答

　
市
営
住
宅
は
市
内
全
域
に

バ
ラ
ン
ス
良
く
整
備
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
富
谷

小
学
校
区
に
整
備
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
す
。
ま
た
、
入
居

倍
率
は
平
成
30
年
度
で
約
10

倍
、
実
質
倍
率
で
も
約
５
倍

で
す
。
市
営
住
宅
戸
数
が
不

足
し
て
る
の
は
明
ら
か
で
す
。

　
早
期
発
見
に
よ
り
適
切
な

支
援
で
言
語
の
発
達
に
大
き

な
効
果
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
取
れ

る
な
ど
、
支
援
の
重
要
性
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
質
問

し
ま
す
。

　
　

新
生
児
聴
覚
の
検
査
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

問

　
　

非
課
税
の
母
子
世
帯
等

に
限
定
し
て
、
み
な
し
市
営

住
宅
の
よ
う
な
制
度
を
検
討

す
べ
き
で
は
。

　
　

本
当
に
救
済
、
補
助
を

必
要
と
し
て
い
る
低
所
得
の

高
齢
者
世
帯
や
子
育
て
世
帯
、

そ
う
い
っ
た
方
々
に
支
援
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
、
内
部

で
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

問答

　
　

全
額
自
己
負
担
に
て
、

希
望
者
が
受
け
る
検
査
と
し

て
実
施
さ
れ
、
本
市
の
受
診

率
は
85
・
９
％
で
す
。
障
害

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

答

で
は
、
東
向
陽
台
、
明
石
台
、

成
田
で
、
１
署
所
が
不
足
し

て
い
る
と
判
断
し
、
平
成
26

年
９
月
同
組
合
の
議
会
全
員

協
議
会
で
消
防
力
整
備
計
画

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た

が
結
論
に
は
至
ら
ず
、
継
続

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
　

同
組
合
に
て
正
式
な
議

論
を
開
始
す
べ
き
と
思
い
ま

問

に
広
く
後
世
に
伝
え
、
記
念

館
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

民
俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
は
展

示
内
容
が
重
複
し
な
い
よ
う

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
民
族

歴
史
文
化
伝
承
館
等
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
　

目
標
に
向
け
た
来
場
者

の
集
客
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

　
　

テ
ナ
ン
ト
募
集
計
画
の

策
定
、
集
客
イ
ベ
ン
ト
等
の

問答

す
が
そ
の
考
え
は
。

　
　

新
た
に
消
防
施
設
を
設

置
す
る
に
は
、
設
置
市
町
村

が
用
地
の
確
保
を
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
関
東
・
東

北
豪
雨
で
一
時
機
能
不
全
に

陥
っ
た
消
防
本
部
の
移
転
問

題
も
含
め
て
、
組
合
理
事
会

等
で
具
体
的
に
協
議
を
す
る

考
え
で
す
。

答

提
案
を
行
い
、
施
設
全
体
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ

の
配
慮
は
大
事
で
、
福
祉
雇

用
促
進
に
つ
な
が
る
支
援
は
。

　
　

現
状
で
は
、
就
労
支
援

の
施
設
と
い
う
こ
と
で
は
検

討
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
時

に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
は
。

　
　

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問答問答

答 問
財
源
の
確
保
等
考
え
検
討
し
ま
す

市
営
住
宅
の
あ
り
方
を
問
う

答 問
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
認
識
し
て
い
ま
す

新
生
児
聴
覚
検
査
の
助
成
を
問
う

　▲ 富谷消防署

浅野　直子 議員

金子　　透 議員
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答 問
今
後
整
備
時
に
検
討
し
ま
す

市
営
住
宅
の
風
呂
追
い
焚
き
機
能
を

答 問
関
係
部
署
が
連
携
し
ま
す

通
学
路
の
安
全
対
策
を

　
市
営
住
宅
の
整
備
、
応
募

資
格
の
見
直
し
を
求
め
質
問

し
ま
す
。

　
　

世
帯
構
成
に
合
わ
せ
た

市
営
住
宅
の
住
み
替
え
が
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

現
在
、
定
員
を
超
え
て

の
入
居
世
帯
は
２
世
帯
、
定

員
を
超
え
た
世
帯
が
住
み
替

え
を
希
望
す
る
場
合
、
事
前

に
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
住

宅
に
空
き
が
出
た
際
に
特
定

入
居
の
手
続
き
が
可
能
で
す
。

　
　

風
呂
の
追
い
焚
き
機
能

の
要
望
へ
の
対
応
は
。

　
　

既
存
の
温
水
器
の
状
況

問答問答

　
　

明
石
台
は
宅
地
開
発
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
明
石
台

小
学
校
か
ら
下
の
信
号
で
右

折
表
示
が
な
い
。
ま
た
、
明

石
台
六
、
七
丁
目
の
信
号
未

設
置
の
歩
道
、
手
押
し
信
号

で
渋
滞
や
危
険
運
転
が
あ
り

ま
す
。
安
全
対
策
は
。

　
　

宮
城
県
公
安
委
員
会
と

現
地
立
ち
合
い
を
実
施
し
、

継
続
的
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
　

ひ
よ
り
台
の
国
道
沿
い

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
交
差
点

に
車
両
用
防
護
柵
の
設
置
は
。

　
　

警
察
お
よ
び
関
係
部
署

と
連
携
し
、
防
護
柵
の
設
置

問答問答

　
10
月
か
ら
の
消
費
税
10
％

増
税
に
伴
い
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。

　
　

市
独
自
の
副
食
費
、
お

か
ず
代
の
負
担
軽
減
は
実
施

し
な
い
の
で
す
か
。

　
　

現
行
の
負
担
よ
り
も
、

ど
の
家
庭
で
も
負
担
軽
減
さ

れ
る
た
め
、
市
独
自
の
軽
減

策
は
現
時
点
で
は
考
慮
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
　

滞
納
が
あ
っ
た
場
合
の

市
と
し
て
の
対
応
は
。

問答問

　
　

と
み
ぱ
す
１
万
円
増
額

時
の
試
算
と
増
額
の
検
討
は
。

　
　

約
１
５
０
０
万
円
で
す
。

自
主
財
源
の
み
で
実
施
し
て

い
る
事
業
で
あ
り
、
慎
重
に

検
討
し
ま
す
。

　
　

と
み
ぱ
す
と
タ
ク
シ
ー

券
を
選
択
で
き
な
い
で
す
か
。

　
　

タ
ク
シ
ー
券
は
始
ま
っ

て
１
年
で
す
の
で
、
声
や
対

象
者
を
も
う
１
度
確
認
、
検

討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
　

申
し
込
み
を
出
張
所
で

で
き
な
い
で
す
か
。

　
　

入
金
申
請
シ
ス
テ
ム
の

改
修
、
他
課
と
の
連
携
等
改

善
に
向
け
た
検
討
を
し
て
い

問答問答問答

　
　

事
情
が
あ
っ
て
支
払
い

が
で
き
な
い
と
い
う
世
帯
が

あ
っ
た
場
合
、
子
育
て
支
援

課
を
交
え
、
保
育
所
・
保
護

者
と
話
し
合
い
を
持
ち
ま
す
。

　
　

無
償
化
に
伴
い
入
園
希

望
者
の
増
加
が
あ
っ
た
場
合

の
対
応
は
。

　
　

急
な
増
加
は
考
え
づ
ら

く
、
現
行
の
施
設
と
合
わ
せ

て
対
応
が
で
き
る
と
予
測
し

て
い
ま
す
。

答問答

ま
す
。

　
　

宮
城
交
通
で
バ
ス
の
最

終
便
延
長
へ
の
支
援
策
は
。

　
　

ダ
イ
ヤ
の
維
持
拡
大
に

向
け
、
市
で
は
広
報
な
ど
周

知
啓
発
連
携
を
深
め
な
が
ら

利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
　

そ
の
先
の
支
援
策
の
検

討
は
。

　
　

宮
城
交
通
と
は
常
に
事

務
レ
ベ
ル
で
の
情
報
交
換
に

努
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
要
望
が
出
て
い
な
い
た
め
、

ま
ず
は
周
知
啓
発
の
支
援
を

し
ま
す
。

問答問答

を
確
認
し
つ
つ
、
交
換
の
際

ど
の
よ
う
な
も
の
を
採
用
す

べ
き
か
検
討
し
ま
す
。

　
　

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ

き
で
は
。

　
　

多
く
の
世
帯
が
自
費
で

設
置
し
て
お
り
、
公
平
性
を

問答

等
を
要
望
し
ま
す
。

　
　

成
田
公
民
館
前
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
の
地
上
に
歩
道
を

つ
け
て
は
。

問

保
つ
こ
と
か
ら
、
設
置
は
難

し
い
状
況
で
す
。

　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
。

　
　

一
般
家
庭
と
同
等
の
整

備
を
図
っ
て
お
り
、
現
況
の

形
で
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
感
じ
て
い
ま
す
。

問答

　
　

安
全
性
に
つ
い
て
雨
天

時
等
に
調
査
を
行
い
ま
す
が
、

横
断
歩
道
の
設
置
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

答

答 問
副
食
費
等
の
軽
減
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
を
問
う

答 問
慎
重
に
検
討
し
て
い
ま
す

交
通
政
策
の
充
実
は

　▲ 宮ノ沢市営住宅

　▲ 明石台六丁目

渡邊　清美 議員

藤原　　峻 議員
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答 問
市
民
の
声
を
反
映
し
、
つ
く
り
上
げ
ま
す

富
谷
市
民
図
書
館
を
問
う

答 問
基
本
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ま
す

図
書
館
の
規
模
見
直
し
と
開
館
延
期
を

　
人
口
に
見
合
っ
た
適
正
規

模
の
図
書
館
、
市
民
の
市
民

に
よ
る
市
民
の
た
め
の
市
民

の
声
で
つ
く
る
図
書
館
に
向

け
て
、
計
画
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
望
み
、
以
下
質
問
し

ま
す
。

　
　

複
数
の
市
民
の
方
か
ら

の
予
算
や
規
模
が
小
さ
い
と

言
う
声
を
、
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
ま
す
か
。

　
　

市
民
協
働
の
視
点
か
ら

市
民
皆
さ
ん
の
意
見
を
継
続

的
に
伺
い
な
が
ら
、
現
在
策

定
し
て
い
る
基
本
計
画
を
軸

に
、
さ
ら
な
る
可
能
性
に
つ

問答

　
事
業
費
８
億
円
で
成
田
公

民
館
に
隣
接
し
た
セ
ン
タ
ー

館
と
５
つ
の
分
館
で
構
成
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
図
書
館

と
す
る
計
画
で
す
が
、
こ
の

ま
ま
だ
と
「
小
規
模
分
散
型

図
書
館
」
に
な
る
の
で
は
と

危
惧
し
ま
す
。

　
　

セ
ン
タ
ー
館
の
機
能
区

分
と
面
積
は
。

　
　

今
後
設
計
業
者
と
協
議

し
て
決
定
し
ま
す
。

　
　

セ
ン
タ
ー
館
を
３
０
０

０
㎡
、
事
業
費
を
15
億
円
程

問答問

　
８
月
25
日
に
行
わ
れ
た
市

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
が

48・
72
％
で
議
会
議
員
選
挙

で
は
初
め
て
50
％
を
下
回
り

ま
し
た
。
60
％
前
後
の
投
票

率
と
な
る
よ
う
投
票
所
に
足

を
運
ん
で
も
ら
う
啓
発
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
多

く
の
人
が
目
に
す
る
場
所
に

設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

設
置
場
所
の
見
直
し
や
新
設

の
検
討
は
。

　
　

増
設
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

　
　

成
田
出
張
所
や
イ
オ
ン

な
ど
に
期
日
前
投
票
所
を
設

問答問

置
す
る
検
討
は
。

　
　

期
日
前
投
票
所
の
増
設

が
投
票
率
向
上
に
有
効
か
に

つ
い
て
検
証
し
ま
す
。

　
　

選
挙
公
報
の
配
布
を
業

者
委
託
す
る
考
え
は
。

　
　

時
間
と
費
用
の
面
か
ら

行
政
区
長
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

年
代
別
投
票
率
は
。

　
　

10
代
、
35
・
04
％
、
20

代
、
27
・
37
％
、
30
代
、
35
・

24
％
、
40
代
、
43
・
04
％
、

50
代
、
52
・
55
％
、
60
代
、

64
・
62
％
、
70
代
、
71
・
65
％
、

80
代
以
上
、
51
・
16
％
で
す
。

答問答問答

い
て
検
討
し
ま
す
。

　
　

図
書
館
建
設
の
公
的
自

主
財
源
５
億
円
の
根
拠
と
、

外
部
資
金
３
億
円
の
調
達
状

況
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

予
算
の
根
拠
は
、
総
面

積
２
９
２
７
㎡
を
ベ
ー
ス
に

市
の
将
来
的
な
財
政
状
況
を

考
慮
し
ま
し
た
。
調
達
状
況

は
、
10
月
８
日
現
在
ふ
る
さ

と
納
税
３
７
９
万
５
７
７
９

円
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
１
９
４

万
７
０
０
０
円
で
す
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
来
年

３
月
の
地
域
再
生
計
画
の
認

定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

蔵
書
数
は
、
図
書
館
の

質
を
保
障
す
る
も
の
で
、
開

館
時
に
20
万
冊
は
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
見
解
は
。

　
　

現
在
策
定
を
進
め
て
い

る
富
谷
市
民
図
書
館
整
備
管

理
運
営
計
画
で
検
討
し
ま
す
。

問答問答

度
に
で
き
な
い
で
す
か
。

　
　

セ
ン
タ
ー
館
の
規
模
等

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
可

能
性
を
検
討
し
ま
す
。

答

　
　

他
の
自
治
体
で
は
図
書

館
の
規
模
を
、
基
本
計
画
の

段
階
か
ら
各
ス
ペ
ー
ス
の
広

さ
を
示
し
そ
れ
を
積
み
上
げ

全
体
の
広
さ
と
し
て
い
ま
す

が
、
本
市
の
考
え
方
は
。

　
　

設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の

中
で
ス
ペ
ー
ス
の
区
分
け
を

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

図
書
館
建
設
へ
の
考
え

方
と
今
後
の
対
応
は
。

　
　

歩
い
て
行
け
る
身
近
な

図
書
館
と
セ
ン
タ
ー
館
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
っ

て
い
る
新
し
い
取
り
組
み
で

す
。
セ
ン
タ
ー
館
の
面
積
は
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索
し

今
後
市
民
の
声
を
最
大
限
反

映
で
き
る
も
の
を
と
思
い
ま

す
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
全

体
を
把
握
し
た
上
で
予
算
を

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

問答問答

　
　

予
定
ど
お
り
８
億
円
規

模
で
進
め
ま
す
か
。

　
　

事
業
規
模
は
８
億
円
と

考
え
て
い
ま
す
。

問答

答 問
費
用
対
効
果
を
検
討
し
ま
す

投
票
率
向
上
を
期
日
前
投
票
所
増
設
を

長谷川る美 議員

若生　英俊 議員

　▲ 成田公民館図書室
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答 問
検
討
し
て
い
き
ま
す

指
定
避
難
場
所
に
エ
ア
コ
ン
整
備
を

答 問
行
政
改
革
に
取
り
組
み
コ
ス
ト
縮
減

未
来
に
不
安
の
な
い
財
政
運
営
を
問
う

　
近
年
、
地
震
を
初
め
、
台

風
・
竜
巻
・
線
状
降
水
帯
に

よ
る
大
規
模
な
風
水
害
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
国
内
に

お
い
て
頻
発
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
富
谷
市
が
一
丸
と

な
っ
て
推
し
進
め
て
い
る

「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
日
本

一
」
を
目
指
す
大
切
な
施
策

の
一
つ
に
災
害
発
生
時
の
防

災
機
能
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考

え
ま
す
。
本
年
９
月
の
台
風

15
号
に
よ
る
千
葉
県
で
の
大

規
模
停
電
は
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
停
電
に
伴
い
、

熱
中
症
に
よ
り
亡
く
な
っ
た

　

平
成
29
年
３
月
、「
富
谷

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
公
共
施
設
の
維
持
管

理
・
更
新
等
に
係
る
中
期
的

な
経
費
の
見
込
み
等
」
で
は
、

公
共
施
設
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ

資
産
の
改
修
・
更
新
に
係
る

将
来
費
用
の
総
額
は
、
約
１

２
９
８
億
円
と
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
公
営
墓
地
の
整
備

や
、
新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

の
導
入
検
討
な
ど
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
10
年
先
、

20
年
先
の
財
政
に
不
安
が
な

い
か
、
質
問
し
ま
す
。

　
　

待
機
児
童
数
と
理
由
は
。

　
　

４
月
１
日
現
在
で
、
27

名
で
す
。
昨
年
度
と
比
較
し

て
出
生
数
の
増
加
と
保
育
士

不
足
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　
　

一
時
保
育
等
の
利
用
可

否
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

提
供
す
る
考
え
は
。

　
　

各
施
設
と
話
し
合
い
検

問答問答

討
し
ま
す
。

　
　

富
谷
市
立
東
向
陽
台
幼

稚
園
民
営
化
は
、
明
石
台
東

地
区
の
開
発
を
見
込
ん
で
い

ま
す
か
。

　
　

将
来
的
に
待
機
児
童
解

消
や
明
石
台
東
地
区
等
の
世

帯
数
も
考
慮
し
た
人
数
で
運

営
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

と
み
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
広
域
指
定
避
難
場
所
の

防
災
機
能
の
う
ち
特
に
可
搬

式
発
電
機
や
太
陽
光
発
電
設

備
等
、
非
常
用
発
電
装
置
の

現
状
と
、
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
　

富
谷
市
指
定
避
難
所
22

施
設
の
発
電
機
等
の
現
状
は
。

　
　

小
型
発
電
機
に
つ
い
て

は
、
各
防
災
倉
庫
な
ど
に
、

計
66
台
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
施
設
が

11
施
設
、
自
家
発
電
設
備
は

火
災
時
用
を
除
く
と
２
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

不
測
の
事
態
も
想
定
し
、
黒

川
商
工
会
富
谷
事
務
所
な
ど

複
数
の
関
係
機
関
と
災
害
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
　

鷹
乃
杜
防
災
セ
ン
タ
ー

へ
の
、
エ
ア
コ
ン
等
の
整
備

可
能
性
は
。

　
　

鷹
乃
杜
防
災
セ
ン
タ
ー

へ
の
エ
ア
コ
ン
等
整
備
に
つ

問答問答

　
　

中
長
期
的
な
財
政
の
見

通
し
は
。

　
　

中
長
期
的
な
経
費
は
、

総
務
省
の
試
算
ソ
フ
ト
で
試

算
し
た
も
の
で
、
実
際
の
費

用
と
大
き
な
開
き
が
で
ま
す
。

現
在
、
行
政
改
革
基
本
方
針

と
実
施
プ
ラ
ン
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
コ
ス
ト
の
縮
減
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
　

財
政
上
の
課
題
は
。

　
　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢

問答問答

き
ま
し
て
は
、
検
討
し
ま
す
。

　
　

小
さ
い
お
子
さ
ん
や
老

人
な
ど
体
温
調
整
が
難
し
い

人
の
た
め
に
、
指
定
避
難
所

に
整
備
し
て
い
る
小
型
発
電

機
で
、
一
部
の
部
屋
で
も
エ

ア
コ
ン
を
動
か
せ
ま
す
か
。

　
　

エ
ア
コ
ン
ま
で
動
か
せ

る
電
源
は
配
備
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
体
温
調
整
が
難
し
い

人
へ
の
対
応
は
今
後
、
検
討

課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

今
後
エ
ア
コ
ン
が
使
用

で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て

い
く
可
能
性
は
。

　
　

多
額
の
費
用
も
か
か
る

こ
と
か
ら
検
討
し
ま
す
。

問答問答

化
の
も
と
、
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
や
行
政
コ
ス
ト
の
効

率
化
が
必
要
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
　

財
政
の
中
長
期
計
画
策

定
と
市
民
へ
の
情
報
発
信
は
。

　
　

総
合
計
画
の
改
定
に
あ

わ
せ
３
カ
年
の
実
施
計
画
と

財
政
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
財
政
計
画
の
広
報
は
、

そ
の
と
き
に
検
討
し
ま
す
。

問答

答 問
将
来
的
に
待
機
児
童
解
消
し
た
い

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
問
う

塩田　智明 議員

村上　　治 議員

　▲ 非常用発電機

　▲ 東向陽台幼稚園
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答 問
業
務
の
企
画
内
容
を
重
視
し
て
発
注

業
務
委
託
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
疑
問

答 問
採
算
性
等
を
検
討
し
計
画
を
策
定

富
谷
な
ら
で
は
の
賑
わ
い
交
流
拠
点
を

　
し
ん
ま
ち
活
性
化
に
向
け

た
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
本
事
業
の
す
べ
て
に

お
い
て
、
随
意
契
約
で
あ
る

簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
の
執
行
で
あ
っ
た
こ

と
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
　

し
ん
ま
ち
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
は
。

　
　

か
つ
て
宿
場
町
と
し
て

栄
え
た
し
ん
ま
ち
地
区
を
文

化
的
、
歴
史
的
な
地
域
資
源

と
し
て
最
大
限
に
活
用
し
、

本
市
の
新
た
な
観
光
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
の
構
築
を
目
指
す

取
り
組
み
で
す
。

問答

　
賑
わ
い
交
流
拠
点
は
地
域

資
源
や
交
流
・
連
携
、
移

住
・
定
住
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
、
農
産
物
等

販
売
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

６
次
産
業
化
加
工
施
設
、
大

型
遊
具
な
ど
を
備
え
た
子
育

て
・
多
世
代
交
流
複
合
施
設
、

賑
わ
い
交
流
拠
点
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
併
設

の
屋
内
遊
戯
施
設
「
こ
じ
ゅ

う
ろ
う
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」
は

開
館
１
年
間
で
来
場
者
10
万

人
に
達
し
、
８
割
が
白
石
市

外
の
仙
台
な
ど
か
ら
で
す
。

　

現
在
は
、
市
民
代
表
、
市

内
各
種
団
体
等
で
構
成
す
る

富
谷
し
ん
ま
ち
活
性
化
協
議

会
を
設
立
し
、
官
民
連
携
に

よ
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

関
連
し
た
３
つ
の
事
業

は
「
簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
」
で
委
託
公
告
さ
れ
た

が
、
企
画
提
案
書
を
提
出
し

た
事
業
所
数
は
。

　
　
「
し
ん
ま
ち
活
性
化
構

想
策
定
業
務
」
は
２
者
、

「（
仮
称
）
富
谷
宿
観
光
交
流

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業
」

は
２
者
、「
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
運
営
計
画
支
援
業
務
」
は

１
者
で
す
。

　
　

１
者
の
場
合
の
審
査
方

法
は
。

　
　

審
査
項
目
・
審
査
基
準

に
よ
り
100
点
満
点
で
60
点
の

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
か

で
、
最
終
的
に
決
定
し
て
い

ま
す
。

問答問答

　
地
域
商
圏
を
生
か
し
た
広

域
複
合
交
流
拠
点
、
富
谷
な

ら
で
は
の
賑
わ
い
交
流
拠
点

の
整
備
を
問
い
ま
す
。

　
　

ス
イ
ー
ツ
の
駅
構
想
と

整
備
計
画
は
。

　
　

ス
イ
ー
ツ
の
駅
は
、
ス

イ
ー
ツ
に
よ
る
産
業
・
経
済

の
交
流
拠
点
と
と
も
に
、
ス

イ
ー
ツ
に
よ
る
起
業
・
創
業

支
援
機
能
に
も
資
す
る
も
の

で
す
。
財
政
や
採
算
性
等
を

検
討
し
た
上
で
、
整
備
計
画

の
策
定
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

ス
イ
ー
ツ
の
駅
と
国
際

ス
イ
ー
ツ
博
覧
会
の
今
後
は
。

　
　

ス
イ
ー
ツ
の
駅
は
、
一

過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、

常
設
に
よ
っ
て
交
流
人
口
も

さ
ら
に
増
や
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
は
国
際
ス

イ
ー
ツ
博
覧
会
を
経
て
、
ス

イ
ー
ツ
の
駅
に
進
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問答問答

　
　

１
者
の
提
案
で
、
か
つ

公
告
仕
様
書
と
同
額
の
金
額

の
事
業
が
あ
り
、「
簡
易
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
」
で
の

執
行
に
疑
問
を
感
じ
ま
す
が
。

　
　

市
の
発
注
の
業
務
は
一

般
競
争
入
札
と
指
名
競
争
入

札
、
随
意
契
約
と
い
う
手
法

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

業
務
の
中
身
が
単
純
に
価
格

競
争
で
は
は
か
れ
な
い
、
業

務
の
企
画
内
容
を
重
視
し
て

発
注
す
る
も
の
に
つ
い
て
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
形
式
で
の
発
注

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

安
易
に
増
や
す
と
い
う
こ

と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
価
格
競
争
で
は
な
く
企

画
提
案
、
業
務
の
中
身
で
発

注
す
る
と
い
う
業
務
が
増
え

て
き
て
い
る
の
が
実
態
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

問答

　
　

ス
イ
ー
ツ
の
駅
の
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

基
本
設
計
、
実
施
設
計

な
ど
を
単
年
度
ご
と
に
進
め

た
場
合
、
令
和
４
年
以
降
の

オ
ー
プ
ン
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
　

子
育
て
施
設
等
の
併
設

が
な
い
と
、
集
客
力
の
あ
る

施
設
は
望
め
な
い
の
で
は
。

　
　

子
育
て
等
の
複
合
施
設

の
必
要
性
は
理
解
で
き
ま
す
。

た
だ
、
予
算
や
敷
地
の
問
題

等
が
あ
り
、
ご
意
見
と
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

明
年
10
月
開
業
の
（
仮

称
）
富
谷
宿
観
光
交
流
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
し
ん
ま
ち

地
区
だ
け
で
は
な
く
、
富
谷

全
体
の
こ
と
と
考
え
ま
す
が
。

　
　

大
変
貴
重
な
意
見
と
思

い
ま
す
。
今
後
の
検
討
材
料

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答問答問答

▲ （仮称）富谷宿観光交流ステーション予定地

　▲ 交流複合施設「しろいしサンパーク」

出川　博一 議員

安住　稔幸 議員
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答 問
開
発
者
が
要
望
検
討
を
し
て
い
ま
す

成
田
２
期
の
区
画
整
理
事
業
を
問
う

答 問
適
切
な
維
持
管
理
・
修
繕
に
努
め
ま
す

市
の
公
共
施
設
の
管
理
状
況
を
問
う

　
６
月
の
定
例
会
に
お
い
て

同
件
名
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
６
月
定
例
会
後
の

７
月
28
日
に
成
田
公
民
館
に

お
い
て
行
わ
れ
た
、
第
２
回

住
民
説
明
会
後
の
本
市
の
対

応
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
　

第
１
回
住
民
説
明
会
後
、

町
内
会
か
ら
要
望
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
そ
の
対
応
は
。

　
　

町
内
会
と
の
話
し
合
い

の
場
を
設
け
て
要
望
内
容
の

確
認
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

開
発
者
が
要
望
事
項
へ
の
対

応
を
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、

間
も
な
く
回
答
さ
れ
る
と
思

問答

　

市
が
管
理
す
る
公
共
施

設
・
道
路
・
公
園
な
ど
、
管

理
が
よ
く
行
き
届
い
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

緑
豊
か
な
山
々
が
あ
り
、
造

成
さ
れ
た
新
し
い
団
地
に
新

し
い
住
宅
が
建
ち
並
び
、
子

ど
も
の
元
気
な
声
が
響
く
。

改
め
て
、
た
く
さ
ん
の
夢
に

溢
れ
、
希
望
の
持
て
る
ま
ち

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
早
急
に
手
を
加

え
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
た
施
設
が
「
富
ケ

丘
公
民
館
」
で
す
。
外
観
を

パ
ッ
と
見
た
時
、
外
壁
に
は

　
全
国
で
は
虐
待
に
よ
る
悲

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ

う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
虐
待
は
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
関
係

機
関
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
方
々
で
見
守
る
体
制
と
周

知
が
必
要
で
す
。

　
　

未
然
防
止
に
つ
な
ぐ
た

め
に
は
周
知
し
た
ほ
う
が
よ

い
の
で
は
。

問

　
市
内
を
回
り
、
空
き
家
の

多
さ
に
驚
き
、
改
め
て
本
市

の
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
特
に
鷹
乃
杜
と

富
ケ
丘
に
多
く
見
ら
れ
、
ま

た
、
鷹
乃
杜
で
は
道
路
の
狭

さ
も
感
じ
ま
し
た
。

　
　

現
在
、
空
き
家
は
何
戸

あ
り
ま
す
か
。

　
　

市
内
に
１
４
６
戸
で
、

そ
の
う
ち
富
ケ
丘
に
28
戸
、

問答

　
　

24
時
間
体
制
の
児
童
相

談
所
ダ
イ
ア
ル
１
８
９
の
周

知
啓
発
を
図
り
ま
す
。

　
　

虐
待
の
な
い
、
早
期
に

発
見
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
べ
き
で
は
。

　
　

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の

方
々
に
対
し
て
も
虐
待
早
期

発
見
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

答問答

鷹
乃
杜
に
26
戸
で
す
。

　
　

今
後
の
空
き
家
対
策
は
。

　
　

本
市
は
住
宅
需
要
が
旺

盛
な
地
理
的
条
件
を
備
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
去
る
６
月

４
日
に
関
係
団
体
と
締
結
し

た
空
き
家
の
利
活
用
協
定
、

維
持
管
理
に
関
す
る
協
定
の

円
滑
な
運
用
を
図
り
、
利
活

用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問答

い
ま
す
。

　
　

宅
地
と
共
に
豊
か
な
緑

地
、
緑
道
、
公
園
を
設
定
し

て
い
く
こ
と
が
住
み
た
く
な

る
ま
ち
日
本
一
へ
の
未
来
像

と
な
る
の
で
は
。

　
　

既
存
の
成
田
地
区
と
一

体
と
な
る
よ
う
に
宅
地
整
備

を
計
画
し
て
お
り
、
自
然
環

境
の
保
全
と
良
好
な
住
環
境

問答

水
垢
や
コ
ケ
な
ど
が
付
着
し
、

古
く
て
汚
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
公
民
館
は
市
民
の
憩
い
の

場
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
て
多

く
の
市
民
が
集
い
、
利
用
す

る
場
所
で
す
。
そ
の
こ
と
を

踏
ま
え
質
問
し
ま
す
。

　
　

富
ケ
丘
公
民
館
が
建
設

さ
れ
て
何
年
経
ち
ま
す
か
。

問

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
　

東
地
区
の
開
発
業
者
と

の
話
し
合
い
は
。

　
　

緑
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

本
市
か
ら
も
開
発
者
に
対
し

て
要
請
し
て
お
り
、
現
在
技

術
的
、
経
済
的
に
ど
の
よ
う

な
対
応
が
可
能
か
、
開
発
者

側
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

問答

　
　

昭
和
57
年
３
月
に
建
設

さ
れ
、37
年
経
過
し
て
い
ま
す
。

　
　

富
ケ
丘
保
育
所
と
富
ケ

丘
公
民
館
の
外
装
工
事
は
。

　
　

修
繕
が
増
え
て
き
て
い

る
の
も
事
実
で
あ
り
公
民
館

の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
て
、

何
と
か
持
ち
こ
た
え
る
よ
う

な
手
法
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

答問答

答 問
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す

児
童
虐
待
防
止
を
問
う

答 問
空
き
家
の
利
活
用
を
推
進
し
ま
す

今
後
の
空
き
家
対
策
を
問
う

　▲ 富ケ丘公民館

髙橋　正俊 議員

畑山　和晴 議員
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しましたしました
調 査調 査

よりよいまちづくりのために

（６月〜９月実施）

が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

具
体
的
に
は
散
骨
を
伴
わ
ず
、

個
別
集
合
墓
地
と
し
て
予
定

し
て
い
る
区
画
に
、
シ
ン
ボ

ル
ツ
リ
ー
の
植
樹
を
行
う
な

ど
、
樹
木
葬
の
要
素
を
加
え

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化

の
影
響
、
宗
教
と
の
か
か
わ

り
方
や
墓
地
に
対
す
る
市
民

◎
調
査
日　
７
月
23
日

　

本
市
で
は
公
営
墓
地「（
仮

称
）
や
す
ら
ぎ
パ
ー
ク
と
み

や
」
令
和
５
年
度
の
供
給
開

始
に
向
け
、
来
年
度
実
施
設

計
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

近
年
、
急
速
に
広
ま
っ
て

い
る
樹
木
葬
に
つ
い
て
は
計

画
策
定
後
、
市
民
か
ら
の
要

望
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

基
本
設
計
に
お
い
て
の
検
討

意
識
の
変
化
、
墓
地
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
な
ど
、
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

樹
木
葬
型
の
検
討
は
、
墓

地
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い

る
方
に
あ
っ
た
も
の
と
高
く

評
価
し
ま
す
。
今
後
も
市
民

の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
慎
重

に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

総 務 常 任 委 員 会…市の財政、市税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。

教育民生常任委員会…教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。

産業建設常任委員会…経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

各委員会の説明

樹木葬要素の
個別集合型墓地検討

調査先：富谷市 　　　　　　　
市民生活部 生活環境課

（仮称）やすらぎパークとみや

総
務
常
任
委
員
会
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け
た
学
習
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

　

不
登
校
や
発
達
障
害
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
の
状
況
も
違
う

た
め
、
児
童
生
徒
、
保
護
者

に
寄
り
添
い
、
ま
た
、
学
校

と
の
連
携
を
重
視
し
、
個
々

の
児
童
生
徒
に
あ
っ
た
支
援

策
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

組
織
的
、
計
画
的
な
取
り
組

み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
職

◎
調
査
日　
７
月
12
日

　

富
谷
市
内
の
小
中
学
校
に

在
籍
す
る
児
童
生
徒
を
対
象

に
、
来
所
支
援
（
学
校
に
登

校
で
き
な
い
児
童
生
徒
）、

学
校
支
援
（
教
室
に
入
れ
な

い
別
室
登
校
児
童
生
徒
）、

家
庭
支
援
（
家
庭
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
児
童
生
徒
）
や
、

保
護
者
へ
の
各
種
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
面
で
学
習
の
定
着
に
向

員
体
制
は
、
所
長
、
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
な
ど
ス
タ
ッ

フ
９
人
で
、
徐
々
に
で
す
が
、

学
校
行
事
に
参
加
で
き
て
い

る
児
童
生
徒
が
出
て
来
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
教
員
の
研

修
を
行
い
、
児
童
・
生
徒
・

家
庭
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

な
ど
の
規
制
と
、
固
定
資
産

税
に
も
大
き
な
影
響
が
生
じ

る
地
域
で
す
。

　

今
回
調
査
し
た
南
側
法
面

工
事
は
、
６
月
末
の
工
期
で

施
工
さ
れ
、
本
年
度
は
第
二

期
工
事
と
し
て
東
側
法
面
工

事
、
そ
し
て
来
年
度
令
和
２

年
に
第
三
期
工
事
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
３
カ
年
に
わ
た

◎
調
査
日　
７
月
17
日

　

仙
台
土
木
事
務
所
よ
り
、

平
成
27
年
９
月
に
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
）
に
指
定
さ
れ
た
区

域
で
、
常
に
土
砂
災
害
の
発

生
が
考
え
ら
れ
、
住
民
の
安

全
を
考
慮
す
べ
き
地
域
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
既
存
建
築
物

の
増
改
築
や
新
築
に
は
、
災

害
に
耐
え
う
る
構
造
に
す
る

る
大
き
な
工
事
で
す
。

　

現
地
調
査
時
点
で
は
す
で

に
工
事
は
完
了
し
て
お
り
、

着
工
前
と
は
一
変
し
、
近
隣

も
含
め
以
前
と
は
大
き
く
異

な
り
、
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に

な
り
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
指

定
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
状

況
で
、
早
期
に
特
別
警
戒
区

域
の
解
除
を
望
み
ま
す
。

鷹乃杜浄水場
南側法面崩壊対策工事

土砂災害防止工事で安心

調査先：鷹乃杜四丁目

児童生徒、保護者に
寄り添う

子どもの心のケアハウス
調査先：富谷市教育委員会　　

「とみやぽんぽこ教室」 教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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８月６日
令和元年度富谷市一般会計補正予算（第３号）
　地方創生拠点整備交付金を活用した施設整備について

９月13日
①各常任委員会委員の選任について
②各常任委員会正副委員長の報告について
③議会広報調査特別委員会委員選任について
④議会広報調査特別委員会正副委員長の報告について
⑤議会運営委員会委員の選任について
⑥議会運営委員会正副委員長の報告について
⑦監査委員の選任について
⑧仙台市・富谷市広域行政協議会委員の選任について
⑨富谷市都市計画審議会委員の選任について

９月17日
（１）提出議案に関するもの
①富谷市自然環境等と再生可能エネルギー発電設備設置
事業との調和に関する条例の制定について
②富谷市保育所条例の一部改正について
③西成田コミュニティセンター子育てサロン条例の一部
改正について
④富谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について

⑤和解及び損害賠償額の決定について
⑥人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること
について
⑦平成30年度富谷市各種会計歳入支出決算の認定について
⑧富谷市給水条例の一部改正について
⑨令和元年度富谷市一般会計補正予算（第４号）
⑩令和元年度富谷市国民健康保険特別会計補正予算（第
２号）
⑪令和元年度富谷市下水道事業特別会計補正予算（第２
号）
⑫令和元年度富谷市介護保険特別会計補正予算（第２号）
⑬令和元年度富谷市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）
⑭令和元年度富谷市水道事業会計補正予算（第２号）
（２）（１）以外の案件
①平成30年度市道穀田三ノ関線道路改良工事の進捗状況
②富谷市地方創生総合戦略取り組み状況について
（３）その他

10月３日
議会活性化調査特別委員会について

10月８日
議員報酬について

全員協議会を開催しました

　市民のみなさんは、市が行うことに関して意見や要望がある場合、請願書や陳情書を提出するこ
とができます。
●請願書
　請願書を提出する場合は市の議員の紹介が必要になります。請願書が提出されると本会議で議長
が所管事項に該当する委員会へ付託し、委員会で審査した後、本会議で採択か不採択、または保留
を決定します。その結果は請願者に通知されます。また、採択した請願について議会が認めた場合
は、執行機関ほか関係機関に処理の経過と結果の報告を求めることになります。
●陳情書
　陳情書を提出する場合は市の議員の紹介はいりません。陳情書には法的な効力が無いため、議員
に配布されますが議長の判断により、所管事項に該当する委員会へ送付して審査するか決定します。
本会議へ報告された後、関係機関に意見を付して処理を要請します。また、審査結果を陳情者に通
知します。
●請願書・陳情書の提出
１．文章で提出し、邦文をつかいます。
２．表紙に請願書（「陳情書」も同じ記入方法です。）と明記し、提出年月日、請願者（法人の場合
は代表者）の住所、氏名を記載し、押印します。

３．請願内容を示す表題を付け、請願事項の簡潔明瞭な要旨と請願の理由を記載します。
４．請願書の場合は、紹介議員の署名、または記名押印が必要です。
※内容については、明確また簡潔に記載してください。

請願書・陳情書の書式例は富谷市議会HPをご覧ください。

請願と陳情の提出方法
　

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
推
薦
が
あ
り
、
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

石
岡 
國
男
さ
ん（
三
ノ
関
）
推
薦

人 
事

　

台
風
19
号
お
よ
び
、
そ
の

後
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
対
し
て
、
謹
ん
で

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

富
谷
市
議
会
議
員
一
同
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
日
も

早
い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
災
害
に
対
し

て
富
谷
市
議
会
議
員
18
人
で

20
万
円
を
、
災
害
見
舞
金
と

し
て
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

市
民
に
信
頼
さ
れ
開
か
れ

た
議
会
、
市
民
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
議
会
を
目
指
し
、

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

【
調
査
項
目
】

①

議
会
活
動
の
活
性
化
に
関

す
る
調
査

②

議
会
に
関
す
る
広
報
、
広

聴
に
関
す
る
調
査

③

そ
の
他
目
的
達
成
に
関
す

る
事
項
の
調
査

議
会
活
性
化
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置

大
郷
町
・
丸
森
町

災
害
見
舞
金

市
民
の
負
託
に
応
え
ら

れ
る
議
会
を
目
指
す
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政務活動費の収支を報告します

◎ホームページでも公開しています

③各年度の収支報告書を公開しています。
　（平成29年度より領収書も公開）

①富谷市議会ホームページを検索

②ページ右下段の
　「政務活動費関連」をクリック

検索富谷市議会

閲覧手順
　これまで富谷市議会では、政務活動費収支報告書を
ホームページで公開し、領収書等は議会事務局で閲覧可
能でしたが、全国的に政務活動費のさらなる透明性の確
保および情報公開が求められていることから、平成29年
度分から政務活動費の収支一覧表および領収書について
もホームページで公開しています。

○会派等別収支内訳
平成30年 4 月〜平成31年 3 月　� （単位：円）

会派名（人数） 申請額 支出額 戻　入

日本共産党 （ 2 人） 360,000 360,000 0

フロンティア富谷  （ 1 人） 180,000 180,000 0

みらい富谷 （ 3 人） 540,000 539,519 481

新星とみや （ 4 人） 720,000 646,938 73,062

ネクスト富谷  （ 3 人） 540,000 246,150 293,850

議員 （ 6 人） 1,080,000 707,750 372,250

計（19人） 3,420,000 2,680,357 739,643

※政務活動費（一人当たり上限月額15,000円）実支出

○使途別内訳
（支出額は各会派及び議員の使途項目別の合計額です）

調査研究費
72.3%

研修費
23.2%

資料購入費
4.5%
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富
谷
市
議
会
議
員
は
、
８

月
に
改
選
さ
れ
、
議
員
定
数

２
人
減
の
18
人
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
第
３
回
定
例
会

は
、
新
人
議
員
５
人
を
迎
え

て
の
初
め
て
の
定
例
会
で
し

た
。
ま
た
広
報
委
員
会
も
新

メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

広
報
委
員
長　

安
住　
稔
幸

　

台
風
19
号
に
よ
り
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も

早
く
普
段
の
生
活
に
戻
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

場広のなんみ

未来へはばたけ とみやっ子 富谷第二中学校

　

本
校
は
開
校
か
ら
36
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
富
ケ
丘
小

の
一
部
と
あ
け
の
平
小
の
卒

業
生
が
入
学
し
て
き
ま
す
。

今
年
は
普
通
学
級
が
13
組
、

特
別
支
援
学
級
が
３
組
で
、

生
徒
数
は
４
８
７
名
で
す
。

　
「
夢
や
希
望
を
も
ち
、
未

来
を
切
り
拓
く
こ
と
の
で
き

る
生
徒
の
育
成
」
を
教
育
目

標
に
、
多
様
で
公
平
な
社
会

の
構
築
に
貢
献
で
き
る
生
徒

の
育
成
を
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
目
標
に

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
市

が
推
進
す
る
学
び
合
い
学
習

と
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
社
会

の
担
い
手
を
育
て
る
教
育
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。
生
徒

　腹話術を始めてから10年に
なります。
　腹話術は、特殊の技術を取
得して、あたかも人形が「話
す、笑う、怒る、泣く」など
の動きがあるように操作しま
す。この人形の動かし方は難しく、少しでも練習を怠ると人形から
「もう少しかまってよ」と睨まれます。
　相棒の「たかちゃん＆くわちゃん」と４人で、学校、児童クラブ、
老人介護施設、ゆとりすとクラブ・サロンなどでボランティア訪問活
動をしています。どこに訪問しても反響は大きく、触れ合いの時間に
は必ずみなさんの所に行って、一人一人に人形とスキンシップをしま
す。特にお年寄りからは「また来てね、待ってるよ」と涙を浮かべる
方もいます。きっとお孫さんや子育てした頃の思い出と重なるので
しょうか。皆さまと共に楽しく笑い、そして力を頂くことができるこ
とに喜びを感じる瞬間です。これからも笑いを運んでいきます。

腹話術で笑いを

会
が
推
進
し
て
い
る
「
二

中
の
三
本
柱
。
心
か
ら
の

校
歌
、
心
か
ら
の
あ
い
さ

つ
、
心
か
ら
の
清
掃
」
を

掲
げ
、
校
舎
内
に
は
い
つ

も
元
気
な
挨
拶
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
す
。「
２
０

１
９
龍
和
祭
」
で
は
、
４

色
の
組
に
分
か
れ
、
ゲ
ー

ム
な
ど
に
挑
戦
し
皆
で
楽

し
み
ま
し
た
。
学
年
ご
と

に
総
合
の
発
表
会
も
行
い

ま
す
が
、
生
徒
の
手
で
運

営
し
て
い
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
と
連
携

し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

大
人
を
目
指
し
、
勉
強
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
たか
桑
くわ
　博
ひろし
・美

み
恵
え
子
こ

さん
（成田在住）

＜表紙紹介＞
西成田の秋景

　西成田コミュニティセンターに
あるモミジバフウの紅葉は美しく、
訪れる人を楽しませてくれます。
紅葉で二宮金次郎も引き立って見
えます。

編
集
後
記

　▲ ＩＣＴを使った授業

　▲ 総合の発表会
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